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全国の障がい者支援施設から取材したユニークなエピソードをもと

に、マンガ＆エッセイの形式で彼らの「働く・暮らす」を描きます。

マンガを読んで爆笑。解説文を読んで、ナットク。楽しんで読み進

めるうちに、いつの間にか知的障がい者といわれる人たちの魅力に

はまっていくでしょう。関係者ならお馴染みの「障がい者あるある話」

から、就労事業開発のヒント、支援のあり方について……と、幅広

いテーマをカバー。施設で働く方はもちろん、利用者家族の皆さんや、

福祉を学ぶ学生・ボランティア関係者にもオススメの１冊です。

にて、「先行発売」スタート !!

www.makuake.com

8月2日（月）より、
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「行方不明のあきらくん」の巻

「知的障がい者」について書かれた書籍は、数多くあります。けれども、それらは本当に彼らの本質を表現できているのでしょ

うか？  私の妻は、約35年にわたって知的障がい者就労支援施設で支援員をしています。彼女からことあるごとに、職場

における利用者さん（施設を利用する障がいのある人たちのことを、関係者はこう呼びます）のユニークなエピソードを聞

いてきました。すべてとても興味深い話ばかりで、愛すべきキャラクターたちへの親近感が自然と湧いていきます。「こんな

エピソードの数々を、なんとかありのままのカタチで文章化することはできないか？」──それがライターとしての私の長年の

夢でした。さまざまな試行錯誤の上、たどり着いたのが「マンガ」で彼らの魅力を表現することです。「これまでの福祉本

にはなかった切り口で、知的障がい者の魅力を伝えたい」──そんな私の要望に対し、人気イラストレーターの伊東ぢゅん

子さんが全面的に協力してくれることになり、ついに本企画を実現することができたのです。本書はあえて一般流通せず、

Makuakeのシステムを使って読者に直接「応援購入」を訴える新しい出版システムの可能性を模索します。以上の趣旨

をご理解の上、本プロジェクトへのご支援をどうぞよろしくお願いします。（プロジェクトリーダー：戸原一男／Ｋプランニング）

ラーメン大好き、あきらくん。

言葉も話せないのに、

どーやって注文したの？
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「解体大好きしゅうじくん」の巻
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